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2017 年 3 月期第 1 四半期決算 決算説明会 Q&A（要旨） 

 
【2017 年 3 月期第 1 四半期の業績について】 
Q：第 1 四半期の業績（売上高：前年同期比 1.1％減収、営業利益：同 1.1％増益）をどのように捉え

ているか。また、今後はどのような見通しか。 
A：営業利益は想定並みであったが、売上高については若干想定を下回った。一方で、コンサルティ

ングの受注は堅調であり、前第 1 四半期の大型ソフトウェア製品販売の反動を除けば、証券業、銀行

業の受注残高も増加しているので、これらを着実に伸ばしていきたい。 
 
Q：金融 IT ソリューションセグメントが減益（前年同期比 12.2％減）となった要因は何か。 
A：子会社の収益悪化が影響した。 
 
Q：保険業の立ち上がりが遅れている要因は何か。また、今後はどのような見通しか。 
A：保険業向けの新規大型案件獲得に時間を要している。景気先行きの不透明感が増す中で、今後の

見通しも楽観視はできないが、金融 IT ソリューション全体では、好調な証券業やその他金融業など

でキャッチアップしていきたい。 
 
Q：連結子会社化した米国の Cutter Associate, LLC（以下、カッター・アソシエイツ）の業績寄与は

どの程度か。どのようなシナジーが見込まれるのか。 
A：2017 年 3 月期の利益寄与は軽微である。カッター・アソシエイツは資産運用領域のシステムリ

サーチで米国トップの企業であり、資産運用のパッケージシステムに高い知見を持っている。そのノ

ウハウを獲得することで、NRI が米国市場に入り込んでいくチャンスが生まれると考えている。ま

た、NRI の金融分野でのシステムソリューションのノウハウを提供し、共同でこの分野のグローバ

ル市場に入り込んでいくステップとしたい。 
 
Q：2016 年 4 月に開業した大阪第二データセンターは、業績にマイナス影響を及ぼしているか。 
A：現時点では、一部、先行して費用が発生しているが、さほど大きな負担にはなっていない。 
 
Q：第 1 四半期に不採算案件は発生したか。 
A：大きな不採算案件は発生していない。 
 
Q：金融 IT ソリューションセグメントの受注高の増減要因を教えてほしい。 
A：証券業、保険業、銀行業向けで十数億円程度の案件が増加したものの、前第 1 四半期の証券業向

け大型ソフトウェア製品販売の反動減で、全体としては減少（前年同期比 12.4％減）した。 
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Q：事業環境についてはどのように見ているか。 
A：新規分野や、事業の拡大に直接結びつくビジネス IT への企業の IT 投資は拡大していくという中

長期的な見方に変わりはない。 
 
 

以上 


